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《2018 年度第 1 回大会（総 70 回）：2018 年 7 月 7 日（土）於：成城大学》 

 

（Ⅰ）馬王堆漢墓帛書『春秋事語』用字研究 

李 筱婷（東京大学大学院人文社会系研究科博士後期課程） 

 

馬王堆漢墓帛書『春秋事語』（以下では『事語』と略称）は、1973 年に馬王堆三号漢

墓から発掘されたもので、春秋時代の史実と史実に関する議論を記録したテキストである。

抄写年代については、秦が天下を統一した後の写本であると考えられる。 

しかし、『事語』の用字は秦系の公的文献と合わないものが多い。それは、文字統一か

らまだ日が浅い時代では、公文書ではない『事語』はそれほど標準的な用字にはなってい

なかったためだと考えられる。統一後であっても秦系の用字と完全に一致しておらず、ま

た楚系の影響をそれほど受けなかったのは、『事語』というテキストの本来の性質による

のであろう。天下を巡り移る春秋時代の話だからこそ、一つの国と深く馴染むことはなか

ったと考えられる。 

本研究は先行研究を踏まえた上で、『事語』の用字状況を戦国「文字異形」の角度から

もう一度分析して、『事語』の用字を位置づけるものである。 

『事語』における秦漢の出土資料と合わない用字を分析した結果、〈はいる〉〈いれる〉

と〈うち〉を全て「入」で表すのは、斉系からの影響である可能性が高く、また「后」で

〈後〉を表すのと、そして諡号の〈莊〉の表記も斉系からの影響だと推測される。諡号の

〈桓〉の表記は他の出土資料に見られないものであったため、漢初に流行していた簡化さ

れた俗体字であると推測される。 

文字統一が行われたにも関わらず、『事語』の用字はこのように複雑な様相を呈する。

特定の系統にあてはまらない非秦系の用字は六国系に分類できる。それらは六国系用字で

あるが、先行研究に指摘された楚に「馴化」された用字ではない。 

一方、齊のドメスティックな資料には見えないが、齊と深く関わる文獻にしか出ていな

い用字が多い。それは恐らく齊系の用字の痕跡である可能性が一番高い。故に『事語』と

いうテキストは、齊の影響があって成立したものだと考えざるを得ないだろう。 
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（Ⅱ）嶽麓秦簡から見る「秦の核心地域」と秦漢時代の関中 

黄 海（華東政法大学法律古籍整理研究所博士生） 

 

 嶽麓秦簡第四巻の簡 2106 から簡 2111 までは、ひとつの法律条文が記載されている。こ

の法律条文は、「郡、襄武、上雒、商、函谷关」という地域の内外を基準とし、逃亡と蔵

匿など一連の行為に対する刑罰を規定している。その中で、「郡、襄武、上雒、商、函谷

关」はとある地域を表しており、この地域は秦の核心地域ではないかと思われる。ここで、

当該地域をめぐって、３つの問題について考えてみたい。 

 

一、「郡、襄武、上雒、商、函谷关」について 

 「郡、襄武、上雒、商、函谷关」という 5 つの地名は、とある地域の東、南、西、北、

それぞれ四面の境界を表していると推測する。 

 関連資料によると、襄武は隴西郡より東の方、そして関中より西の方に位置しており、

核心地域の西の境界となっているかと思われる。また、上雒は陝西省の商県にある。商は

丹鳳県にある。両方とも関中の東南にあり、核心地域の南の境界となっているかと推測す

る。そして、秦の函谷は、今の河南省灵宝県にあり、関中より東の方となっており、核心

地域の東の境界だと思われる。 

 北の境界を表す地名は「郡」にあたるかと推測する。郡は北の境界として、秦代の関中

より北の方に位置していると思われる。秦代関中より北の方には北地郡、上郡、九原郡、

云中郡という４つの郡がある。その中、北地郡と上郡が秦の領土になるのが早く、各方面

において秦と深く関わっていて、九原郡や云中郡とは異なる。そのため、「郡」は北地郡

と上郡を指しているはずで、北地郡と上郡は核心地域の北の境界ではないかと思われる。 

 上述したとおり、簡 2106 から簡 2111 まででは、秦の核心地域に渭河平原、隴西郡の東

部、北地郡と上郡が含まれている。 

 

二、核心地域と秦漢時代の関中 

 この核心地域は秦漢時代の関中とは関係があると思われる。文献の中で、関中はおおよ

そ３つの異なる地域範囲がある。1 つ目は、地理上の関中で、2 つは、上郡を含む関中で、

そして 3 つ目はさらに巴蜀も含む関中である。 

 『史記』の中に「秦中」という言葉があり、関東の人は関中を秦中と呼ぶ。つまり、関

東の人にとっては、関中イコール秦の核心地域である。「郡、襄武、上雒、商、函谷关」

は嶽麓秦簡時代の秦の核心地域で、文献における 2 つ目の関中範囲にとても類似している。

この核心地域は関東の人に秦中と呼ばれ、後の秦漢時代において関中の一種になったかと

思われる。 

 

三、核心地域の規定基準 

 嶽麓秦簡におけるこの法律条文に基づいて、核心地域の規定基準は「迁」ではないかと

思われる。秦の核心地域とその他の領土を区別する基準は「迁」の目的地になれるかどう

かかもしれない。 
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 この基準から見れば、巴蜀は早くも秦の領土になったが、秦の国ではずっと「迁」の目

的地だった。そのため、嶽麓秦簡では、巴蜀は秦の核心地域ではないと思われる。 

 

 

（Ⅲ）上博簡《霊王遂申》再研究 
曹 方向（安陽師範学院講師） 

 
上博簡（九）の『霊王遂申』が公開されて以来、大部分の字句はほぼ一致した解釈が出

されているが、個別の字句の問題については依然として疑問が残っており、再検討する必

要があると考えられる。そこで、本論では以下の三つの点について明らかにした。 

第一に、本篇の末尾の竹簡には余白がなく、また難解な文字と記号が存在することから、

整理者は本篇の文は不完全であると見なしているが、抄写の形式から見ると、完整したも

のであると考えられる点である。 

第二に、簡文の「申成公」から「蓄髪」までの数文字は区切って読む必要があると推測

され、申成公の父子は申人であり、「成公」は姓氏ではないと考えられる点である。 

第三に、本篇において公子虎は主要人物であり、人物設定は幼子で、伝統的な早熟の子

の故事に属すること、また、申成公の父子の言行と態度から見ると、簡文の作者あるいは

編者は、楚の霊王が淮河流域の蔡国などの小さな諸侯国を滅ぼし、邑を移させたという政

策に対して、否定的であったと考えられる点である。 

 

以上を踏まえた上で、難解な「 」という古文字と、本篇が書かれた時代背景につい 

 

ても考察を加えた。「 」の字については、「澣」と釈する見解に従い、申成公が霊王

に賛成していないために表した行為と見なすことができる。申成公は霊王の政策に激しく

反対することはしたくないという立場のため、幼子に蔡の器物を取ってくるように命じて

いるが、公子虎はその政策に反対して、申成公の態度を批判する。楚の平王の時代には霊

王の政策を完全に撤廃するが、その後の昭王以降の時代はおおむね楚の霊王の政策に従っ

ていたことから見ると、本篇は平王の時代に編纂されたものではないかと推測される。  
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《特別寄稿》 

（Ⅰ）第一届“出土文献与古代文明”青年学者研討会参加記 

海老根 量介（東京大学大学院人文社会系研究科助教） 

 

筆者は 2018 年 8 月 24～27 日に北京・清華大学において開催された、第一届“出土

文献与古代文明”青年学者研討会に参加した。この会議の主催者は清華大学歴史系・

出土文献研究与保護中心である。会議日程は 4 日間となっているが、このうち 24 日と

27 日はホテルへのチェックイン・チェックアウト、会議事務局への到着・出発を知ら

せるための日となっており、実質的な会議は 25・26 日の 2 日間であった。 

会議名にも「青年学者研討会」とあるとおり、この会議は中国内外の若手研究者が

中心となって行われていた（国外の研究者は日本人のみ）。ただ、若手だけでなく「専

家」として斯界のベテラン研究者も多数出席していた。2 日間とも朝 8 時半～9 時頃か

ら夕方 5～6 時までスケジュールがみっちり組まれ、多くの報告と討論が行われた。 

以下にプログラムを挙げておく。 

 

8 月 25 日（土） 

【午前の部】 

9:00-9:20 開幕の辞 

黄徳寛／侯旭東 

9:20-11:40 専題報告 

①藤田勝久：出土文献与《史記》編輯――漢代学術的綜合 

②李均明：簡牘文書的三大出土類型与綜合分類 

11:40-14:00 昼食 

【午後の部】 

第一組 

前半 司会：何有祖 

14:00-14:30 周海鋒：岳麓秦簡《尉郡卒令》初探 

コメンテーター：土口史記 

14:30-15:00 欧揚：秦律令革新機制探析――従岳麓秦簡所見援引律令之令文談起 

コメンテーター：水間大輔 

15:00-15:30 馬力：秦代的令 

コメンテーター：王捷 

後半 司会：王沛 

15:40-16:10 水間大輔：秦漢律令的“首匿”与“主匿”――以岳麓書院蔵秦簡《秦律

令》為線索 

コメンテーター：何有祖 

16:10-16:40 徐暢：長沙呉簡所見“科”与“辛丑科”考論――対孫呉及三国時代

“科”性質的再検討 

コメンテーター：周海鋒 

16:40-17:00 専家コメント：汪桂海／藤田勝久 
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第二組 

前半 司会：王安泰 

14:00-14:30 郭偉涛：漢代弱水中下遊流域辺防系統中的“置” 

コメンテーター：小林文治 

14:30-15:00 楊小亮：尚徳街 084 号東漢“詔書”木牘補徴 

コメンテーター：海老根量介 

15:00-15:30 小林文治：岳麓書院蔵秦簡《徭律》所見的“徭” 

コメンテーター：王振華 

後半 司会：王慶衛 

15:40-16:10 張伝璽：睡虎地秦簡《法律答問》“獄未断”諸条再釈――兼論秦及漢初

刑罰体系構造 

コメンテーター：楊小亮 

16:10-16:40 石洋：秦簡所見“亡人”的緝捕 

コメンテーター：宮島和也 

16:40-17:00 専家コメント：侯旭東／張栄強 

17:00 夕食 

 

8 月 26 日（日） 

【午前の部】 

第一組 

前半 司会：戴衛紅 

8:30-9:00 王沛：金文訴訟資料考釈二則 

コメンテーター：趙晶 

9:00-9:30 趙晶：清華簡柒《越公其事》閲読札記二則 

コメンテーター：劉国忠 

9:30-10:00 森和：秦漢《日書》所見五行説 

コメンテーター：曲柄睿 

後半 司会：趙晶 

10:10-10:40 曲柄睿：身体与国政：黄老学説影響下的戦国秦漢政治 

コメンテーター：王沛 

10:40-11:10 羅小華：西漢簡牘名物雑識 

コメンテーター：森和 

11:10-11:30 専家コメント：劉国忠／名和敏光 

 

第二組 

前半 司会：蘇俊林 

8:30-9:00 宮島和也：浅談《逸周書・皇門》“開告于予嘉徳之説”以及相関問題 

コメンテーター：李洪才 

9:00-9:30 海老根量介：秦漢《日書》与地方官吏 
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コメンテーター：郭偉涛 

9:30-10:00 李洪才：秦漢簡中牲畜標識詞語及相関材料解析 

コメンテーター：石洋 

後半 司会：石洋 

10:10-10:40 孫正軍：中国古代政治制度研究範式的理論与実践――“活”的制度史・

制度史観与日常統治研究 

コメンテーター：孫斉 

10:40-11:10 蘇俊林：岳麓秦簡奏讞文書所見“它如某”用語研究 

コメンテーター：張伝璽 

11:10-11:30 専家コメント：侯旭東／張栄強 

11:30-14:00 昼食 

 

【午後の部】 

第一組 

前半 司会：周海锋 

14:00-14:30 王捷：出土簡冊所見楚地方訴訟程序若干問題略説 

コメンテーター：羅小華 

14:30-15:00 土口史記：秦代地方監察制度浅論 

コメンテーター：戴衛紅 

15:00-15:30 何有祖：北京大学蔵秦簡牘校読記 

コメンテーター：徐暢 

後半 司会：王捷 

15:40-16:10 戴衛紅：長沙走馬楼呉簡中所見“帥”的探討 

コメンテーター：王彬 

16:10-16:40 王彬：湖南長沙五一広場東漢簡 J1③：325-32 考釈 

コメンテーター：欧揚 

16:40-17:00 専家コメント：汪桂海／藤田勝久 

 

第二組 

前半 司会：孫斉 

14:00-14:30 呂博：唐西州前庭府衛士左憧憙的一生 

コメンテーター：王安泰 

14:30-15:00 王安泰：北朝文献与出土資料所見楽浪王氏 

コメンテーター：孫正軍 

15:00-15:30 王慶衛：陝西文物単位蔵巻所見敦煌文書的早期流散 

コメンテーター：呂博 

後半 司会：呂博 

15:40-16:10 孫斉：芮城道教三百年史――以北朝隋唐造像為中心的考察 

コメンテーター：王慶衛 

16:10-16:40 王振華：走馬楼呉簡所見孫呉臨湘侯国財用銭収繳過程研究 
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コメンテーター：蘇俊林 

16:40-17:00 専家コメント：侯旭東／張栄強 

 

17:15-18:00 閉幕式 

専家総括：張栄強／汪桂海／藤田勝久／名和敏光 

閉幕の辞：侯旭東 

18:00 夕食 

 

プログラムからも明らかなように、この会議で扱われるテーマは多岐にわたってい

る。全体の中では、岳麓書院蔵秦簡を用いた法制史研究の報告が非常に多かった印象

があるが、これは岳麓書院蔵秦簡が現在も継続して公開中であり、目下ホットな資料

であることを反映しているのだろう。その他には、長沙で出土した後漢・三国呉の簡

牘に関する報告も多く見られた。一方、数は少ないものの西周金文や楚簡を用いた研

究も含まれていたほか、2 日目第二組の午後の部は三国・魏晋～唐代に至るまでのいわ

ゆる「中古」を対象とした報告が集まっており、秦・漢代を対象とする研究を中心と

しつつも、時代の幅はかなり広くとられている。 

各報告の分野について見てみると、会議名に「出土文献」と入っているように、ど

の研究も出土文字資料を取り扱うものである点は共通している。ただ、こういった出

土文字資料を扱う学会ではよく見られるような古文字学の研究や、出土文字資料その

ものの細かな釈読に終始する報告はむしろ少なく、出土文字資料を「史料として」駆

使して行政・制度・社会などを明らかにしようとする歴史学的な研究が多数を占めて

いた。他に、少数ながらも思想史・中国語学などに関わる報告もあった。 

会議は 1 日目の午前中のみ一つの会場で参加者が一堂に会して行われた。まず、劉

国忠氏・黄徳寛氏・侯旭東氏という、いずれも清華大学で活躍中の大家のあいさつで

学会は幕を開けた。続いて藤田勝久氏・李均明氏の専題報告が行われた。藤田氏の報

告は、さまざまな出土文字資料がどのように『史記』の編集に活かされたのかを論じ、

李均明氏はこれまで出土した簡牘文書（いわゆる典籍ではないもの）について整理・

回顧した。いずれも全体報告としてふさわしい、包括性のある内容であった。 

昼食の後には特別な活動も用意されていた。周知の通り、清華大学では現在、清華

大学蔵戦国竹簡（清華簡）を整理中で、毎年 1 冊ペースで図版本が公開されている。

その清華簡を会議参加者に見学させてくれるというのである。会場から清華簡が保管

されている建物へ移動し、汚れを持ち込まないように靴にカバーをかぶせた上で、倉

庫へ入って清華簡を実見した。筆者はこれまで博物館などにおいて展示されている簡

牘を見たことはあったが、このように研究機関に保管されている竹簡を実見するのは

初めてであった。竹簡本体を間近に見ることができるのはもちろん、保管している設

備の様子などを確かめられるのも、これから学界を担っていくであろう若手研究者に

とって貴重な経験であることは疑いなく、このような機会が設けられたことを非常に

喜ばしく感じた。 

さて、1 日目午後および 2 日目は 2 組に分かれ、それぞれ別の会場で同時に報告が行

われた。事務局の努力で 2 組はなるべく分野が重複しないようにしていたのだと推察
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するが、それでも関連する報告が表裏に重なってしまい、同時に聞くことができない

ことがあり、その点は残念であった。しかしこれは中国の学会ではよくあるスタイル

であり、参加者の人数も考えるとやむを得ないだろう。その代わり、参加者の手元に

は会議の論文集が配布されているので、聞くことができなかった報告については、論

文集を読んでその概要を知ることができる。 

以上のような事情から、筆者は全ての研究報告を聞けたわけではない。そこで本参

加記では、個々の報告内容を逐一具体的に紹介することはせず、会議に参加して抱い

た全体的な感想を少々述べることにしたい。 

各報告にはコメンテーターが付けられ、報告内容についてコメントをする。参加者

はめいめいの報告のほかに、必ず一つコメンテーターになるように割り当てられてい

る。実はこのコメンテーターについては当初知らされておらず、会議一週間前にどの

報告のコメンテーターになるかを突然メールで告げられ、その原稿が送られてきた。

正直なところ、一週間で原稿を読み、コメントを考えるのは（特に中国語を母語とし

ない者にとっては）かなり骨の折れる作業である。しかもコメンテーターと担当する

報告とのマッチングについて、専門分野はあまり考慮されていないらしい。筆者は長

沙尚徳街東漢簡牘についての報告のコメントを割り当てられたが、この資料について

は予備知識が全くなかったため、図版本を図書館に見に行くことから始めなければな

らない有様であった。ただ、今回この報告のコメントを任せられ、急ごしらえではあ

るが自分で関連する論著を収集・整理したことで、長沙尚徳街東漢簡牘が非常に興味

深い内容を持つ資料であることを知ることができた。そういう意味では、自分の専門

から少し離れた分野の報告のコメントをするのは意外に有益であるのかもしれない。 

当日の進行について、事前に伝えられたところでは、発表時間 12 分、コメント 8 分、

自由討論 10 分とのことであった。実際の会議でもこの時間はおおむね厳守され、てき

ぱきと進行されたのが印象的である。コメント・自由討論ともに、発表時間と遜色な

い時間が割かれているが、中にはパワーポイントを用意してくるコメンテーターもい

るなど、コメントも報告と同様に充実した内容のものが多かった。加えて目立ったの

が、活発な自由討論である。筆者の発表には、多くの若手研究者ばかりか、聴講の大

学院生などからも質問がどしどしと寄せられた。他の報告でも、報告者と会場の間で

議論がヒートアップする場面がしばしば見られた。さらに、各組の報告が終わった後

には、ベテラン研究者による総合的なコメントが述べられた。これは決して各報告の

概要を簡単に紹介するだけの形式的なものではなく、各報告についての研究上の価値

や問題点、さらに今後追求すべき課題などを詳細に指摘するものであった。筆者が参

加したグループでは、侯旭東・張栄強・汪桂海の各氏が総合コメントを担当したのだ

が、たまたま諸氏の手元に置かれた論文集をちらりと見たところ、そこには各報告に

ついての詳細なメモがびっしりと書き込まれていた。おそらく全ての報告について、

内容を読み込んだ上でコメントを準備してくださっていたのだろう。 

このように、この会議は、基本的に若手研究者が運営を担当し、報告・コメントを

相互に行うことで進められたが、そればかりではなく、専題報告や総合コメントなど

の形で、ベテラン研究者が若手研究者をうまくサポートしているように感じた。それ

はまるで会議というより、日頃の研究指導の延長のような印象すら受けた。 
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また、中国の研究者の学識の深さにも驚かされた。上述の通り、総合コメントの諸

氏は、先秦から隋唐に至るまでの幅広い時代を対象とした報告、歴史学・思想史・中

国語学などの諸分野にまたがる報告についても、一様に詳細なコメントを用意してい

た。それもそのはずで、今回参加していたベテラン研究者諸氏は自身も先秦から隋唐

までをカバーできるような幅広い研究を手がけているからである。若手研究者にして

もそれは同様で、例えば筆者の「日書」に関する報告に対して、会場の必ずしも「日

書」研究が専門ではない研究者から、いくつかの参照すべき研究を教示されたし、自

由討論での活発な議論にしても、諸分野についての幅広い理解がないと成り立ちえな

い。総じていえば、自分の専門分野はもちろん、それ以外の研究にも非常によく目配

りをしているのである。先に筆者はコメンテーターと報告内容とのマッチングについ

て言及したが、そもそも中国の若手研究者の博識ぶり・関心の広がりの前では、多少

の専門分野のずれも問題にはならないのかもしれない。 

かつては、中国の大学では日本のゼミのような議論の場がないと言われていた。確

かに大学の授業は今でも講義形式のものが一般的であるようだ。しかし、今回のよう

な会議の場での研究発表およびコメント、討論の機会については、中国の若手研究者

は早い段階から数多く経験しているのではないだろうか。それほど彼らの報告・コメ

ント・議論は充実していたし、また場慣れしているように思われたのである。そうい

った点では我々日本人研究者はいつの間にか大きく遅れを取ってしまっているのかも

しれない。かくいう筆者もこれまで国際会議に参加する機会に乏しく、報告やコメン

ト、そして質問に対する受け答えなどもそつなくこなせたとは言いがたい。だがこれ

は今後も同様の会議に何度も参加して鍛錬するしかない。また、各報告の内容やそれ

をめぐって白熱する議論からは大きな学問的刺激を受けることができた。このように、

研究に対する意識を新たにすることができたという点において、筆者にとってこの会

議に参加した意義は大きかったと言える。「第一届」ということで、この会議は今回

が初めての試みであるが、来年以降も回を重ねて開催されることを心から望みたい。 

 

【付記】この参加記は JSPS 科研費 15K16847 による研究成果である。 
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（Ⅱ）楚文化与長江中游早期開発国際学術研討会参加記（会議編） 
柿沼 陽平（帝京大学文学部准教授） 

 

 楚文化与長江中游早期開発国際学術研討会は、武漢大学歴史学院・国学院、東北学院大

学文学研究科及亜細亜流域文化研究所、UCLA ロイド・コットセン考古研究所が二〇一八

年九月に武漢大学珞珈山荘で共催した学会である。九月十四日は現地登録日、翌十五日と

十六日は会議日、十七日と十八日はエクスカーションであった。本稿はその参加記で、前

半の会議編を柿沼陽平、後半のエクスカーション編を海老根量介が執筆する。 

 会議の日程を振り返っておく。筆者（柿沼）は九月十四日夜に武漢到着した。学会自体

は十五日午前の開幕式と全体講演にはじまり、その後、テーマごとに小組に分かれて個別

に研究報告と討論がなされた。小組の第一は楚文化考古研究、第二は楚地出土資料研究、

第三は楚国歴史、地理与長江中游早期開発を主題とした。詳細は以下の通り。 

 

9 月 15 日 

大会（開幕式、大会報告）：8：30－9：00 

司会：Lothar Von Falkenhausen（羅泰）（UCLA 教授）、谷口満（東北学院大学教授）、

徐少華（武漢大学教授） 

挨拶：高崇文（湘鄂予皖四省楚文化研究会理事長、北京大学教授）、政岡伸洋（日本東北

学院大学亜細亜流域研究所所長、教授）、Alain Thote（杜徳蘭）（法国高等研究院教授）、

劉礼堂 （武漢大学歴史学院党委書記、教授） 

集合写真：9：00－9：20 

大会報告（一）：9：20－10：40 司会は許傑（旧金山亜洲芸術博物館研究員）、黄錫全

（中国銭幣博物館研究員）。 

①高崇文：楚早期居地再探 

②平勢隆郎（東京大学教授）：何為「昶伯者君」 

③Lothar Von Falkenhausen：従考古材料初探楚国経済 

④Alain Thote：楚国的明器：技術、生産与伝播 

大会報告（二）：11：00－12：00 司会は佐川正敏（東北学院大学教授）、劉玉堂（湖北

省社会科学院研究員）。 

①湯浅邦弘（大坂大学教授）：清華簡《管仲》的政治思想 

②陳偉（武漢大学教授）：番戌食田文書再探 

③鄧佩玲（香港大学助理教授）：従両周金文及楚簡文字談《尚書》所見之「乱」 

 

小組報告：14:00-18:15 

第一小組（前半） 司会は Margarete Prüch（羅梅）（ハイデルベルク大学研究員）、笪浩

波（湖北省文物考古研究所研究員）。 

①郭立新（中山大学教授）：長江中游大渓至石家河城址結構 

②Richard Ehrich（李査得）（UCLA 博士）：従陶器製法角度看屈家嶺文化的拡展 

③楊華（重慶師範大学教授）：鄂渝地区新石器商時期竜窯的考古発現与研究 

④郭静雲（中正大学教授）：中国青銅文明錫鉛銅合金技術可能自創発明於楚地 
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⑤陳樹祥（湖北省文物考古研究所研究員）：楚国銅鉱冶業歴史進程的考古学観察 

⑥張帆（旧金山亜洲芸術博物館中国部主任）：考古発現対曽楚文化陳列的影響 

第一小組（後半） 司会は郭静雲、丁蘭（中南民族大学教授）。 

⑦佐川正敏：匈奴時期的磚瓦窯和磚瓦与其和両周秦漢的比較研究 

⑧笪浩波：楚季宝鐘埋蔵背景探析 

⑨黄錦前（河南大学副教授）：由曽侯宝鼎再議升鼎的有関問題 

⑩張聞捷（厦門大学副教授）：曽侯乙編鐘“軒懸制度”再思 

⑪Margarete Prüch：Legacy of Chu Lacquer Art——A Case Study of the Wine Cup Containers 

⑫林志鵬（復旦大学副教授）：馬王堆一号漢墓黒地彩絵棺漆画重探 

⑬李建深（香港浸会大学助理教授）：楚地的大規模生産——以銅鏡、糸織品為例 

 

第二小組（前半） 司会は竹田健二（島根大学教授）、蘇建洲（彰化師範大学教授）。 

①Mark Csikszentmihalyi（斉思敏）（UCB 教授）：Prayers to Wuyi 武夷 in the context of 

Warring States Chu practices 

②名和敏光（山梨県立大学教授）： “皐”与“睪” 

③海老根量介（東京大学助教）：包山楚簡に見える「県」をめぐる考察 

④張春竜（湖南省文物考古研究所研究員）：慈利楚簡《逸周書•大武》校勘 

⑤土口史記（岡山大学准教授）：秦代地方支配途径再探：以楚地出土文献為中心 

⑥周波（復旦大学副教授）：張家山漢簡《二年律令》重綴、新釈及相関問題研究 

第二小組（後半） 司会は小寺敦（東京大学准教授）、張春竜。 

⑦下倉渉（東北学院大学教授）：東漢建初四年《序寧簡》補説 

⑧呉良宝（吉林大学教授）：魏兵三年呉邡令戈考 

⑨陳穎飛（清華大学副研究員）：新見曽伯漆器銘文釈論 

⑩王准（湖北省社会科学院副研究員）：睡虎地秦簡《語書》中的“郷俗”研究 

⑪葉植（湖北文理学院教授）：《北京大学蔵秦水陸里程簡冊》所見邔郷、鄢路盧津小考 

⑫蘇建洲：北大漢簡四《反淫》簡八至十一新編聯及釈読 

⑬広瀬薫雄（復旦大学副研究員）：益陽兎子山遺址 J9⑦出土簡牘初探 6 

 

第三小組（前半） 司会は黄尚明（華中師範大学教授）、程平山（南開大学教授）。 

①魏慈徳 （東華大学教授）：関於楚先熊麗之前的楚世系及神話探析 

②Maria Khayutina（夏玉婷）（LMU 研究項目負責人）：商末周初在長江中游与黄河中下

游来往的交通線上的家族政体（以息邦為例） 

③田成方（鄭州大学講師）：息器与周代息国、楚息県 

④黄鳳春（湖北省文物考古研究所研究員）、黄建勲（湖北省随州博物館研究員）：従新見

唐国銅器銘文再談曽随之謎――兼談姫姓唐国的地望問題 

⑤陳立柱（華南師範大学教授）：孫叔敖生、卒年与名、字推考 

⑥雷晋豪（香港教育大学助理教授）：説｢淮汭｣与｢予章｣：呉師入郢之役戦争地理新探 

第三小組（後半） 司会は王先福（湖北省博物館研究員）、陳立柱。 

⑦趙炳清（河南大学教授）：附庸与置県：春秋時期楚国的政治地理結構与疆域変化 

⑧黄建勲（随州博物館研究員）：曽（随）国核心区与都城変遷初探 
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⑨黄尚明：曽国侯以下貴族的称呼方式  

⑩Glenda Ellen Chao（趙家華）（Ursinus College 副教授）：Researching the Cultural History 

of Xiangyang through Archaeological Remains 

⑪徐少華：従幾批鄀器的出土地看古鄀国的位置——兼論楚夷屯、京宗的区域範囲 

⑫洪徳栄（鄭州大学講師）：楚兵学初探 

 

9 月 16 日 

小組報告 8:30-12:15 

第一小組（前半） 司会は陳樹祥、張帆。 

①柳揚（明尼阿波利斯芸術館中国芸術部主任）：論円口長頚方腹卣 

②楊文勝（河南省文物考古研究院研究員）：東周楚文化 “鹿紋様”考察 

③袁艶玲（重慶師範大学教授）：楚人経営湖南地区的考古学観察 

④黄錫全（中国銭幣博物館研究員）：荊州紀南城遺址究竟是楚国的哪箇郢？ 

⑤張万高（荊州博物館研究員）：論紀南城的始建年代 

⑥趙暁斌（荊州博物館副研究員）：従考古新発現看荊州戦国楚王陵与楚都紀南城的時空関

系 

第一小組（後半） 司会は郭立新、袁艶玲（重慶師範大学教授）。 

⑦陳昭容（中研院歴史語言研究所研究員）：遣器、行器与葬器——談春秋戦国楚系文化圏

墓葬中的帯銘陪葬銅器 

⑧丁蘭（中南民族大学教授）：楚国高級貴族夫婦異穴合葬墓社会性別特徴試析 

⑨陳珈貝（南開大学博士後）：楚墓喪葬用器再探 

⑩Cortney E. Chaffin（柴寧）（ウィスコンシン大学スティーブンス副教授）：From Zheng 

to Chu: Tracing the Stylistic Origins of Hanxi Style Antlered and Tongued Sculpture 

⑪武志江（河南省文物考古研究院副研究員）：河南淮浜蔣国故城考古研究 

 

第二小組（前半） 司会は下倉渉（東北学院大学教授）、魏慈徳（東華大学教授）。 

①劉玉堂（湖北省社会科学院研究員）：清華簡《楚居》季連、穴酓択凥解 

②小寺敦：関於清華簡《鄭武夫人規孺子》中所描絵謙遜的君主形象 

③黄人二（華東師範大学教授）：上博簡《李頌》、清華簡《殷高宗問於三寿》与《荀子•

賦篇》研究－兼談先秦辞賦体裁的発展 

④竹田健二：《越公其事》的竹簡排列和“劃痕” 

⑤邴尚白（台湾清華大学副教授）：清華五〈命訓〉補釈 

⑥張連航（香港教育大学副教授）：《清華簡•繫年》的紀年模式及其撰写年代的擬測 

第二小組（後半） 司会は張連航（香港教育大学副教授）、黄人二（華東師範大学教授）。 

⑦何有祖（武漢大学副教授）：上博簡《景公瘧》“見折”新解 

⑧曹方向（安陽師範学院講師）：上博九所述春秋楚史例析 

⑨李鋭（北京師範大学教授）：清華簡《系年》与葛陵簡楚史問題考 

⑩易徳生（湖北省社会科学院副研究員）：周代青銅原料集散中心“繁湯”補論 

 

第三小組（前半） 司会は土口史記（岡山大学准教授）、呉良宝（吉林大学教授）。 
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①程平山（南開大学教授）：周昭王伐楚荊陟年考 

②太田麻衣子（国士館大学講師）：在江浙地区“楚式墓”中的楚、秦、越文化融合 

③陳麗新（湖北省博物館、湖北省文物考古研究所研究員）：論西周中晩期楚国的文化交

流——従宜昌万福堖遺址出発 

④傅玥（華中師範大学副教授）：関於“早期楚文化”的再思考——読張正明先生《楚文化

研究札記両則》所感 

⑤尹弘兵（湖北省社会科学院副研究員）：西周早期南方政治地理簡論 

朱継平（杭州師範大学副教授）：昭穆之際南土政治地理探微——兼論班簋繁、蜀、巣之

地望 

第三小組（後半） 司会は趙炳清（河南大学教授）、陳麗新（湖北省博物館研究員）。 

⑥晏昌貴（武漢大学教授）：朋郢考 

⑦柿沼陽平（帝京大学准教授）：戦国時代における楚の都市と経済 

⑧王先福：古邔県（侯国）故址考 

⑨鄭威（武漢大学教授）：楚郡的起源与形成途径 

 

大会（大会報告、閉幕式）：14：00－18：10 

大会報告（三） 司会は Mark Csikszentmihalyi（斉思敏）、陳昭容。 

①方勤（湖北省博物館研究員）：再論“金道錫行”：中国青銅時代銅原料的南方之路 

②Constance A. Cook（柯鶴立）（プリンストン高等研究院教授）：清華簡“筮法”与北大

簡“荊訣”的比較研究：従両種占筮文書看楚国文化 

③藤田勝久（愛媛大学名誉教授）：《史記・楚世家》的春秋史――《左伝》与清華簡《楚

居》《繫年》 

④陳絜（南開大学教授）：作冊旂組器中的地理問題与昭王南土経営策略 

⑤高成林（湖南省文物考古研究所研究員）：四川茂県牟托一号石棺墓中的長江中游文化因

素浅析 

⑥顔世鉉（中研院歴史語言研究所副研究員）：説古文献中三則従「斤」声之字的釈読 

大会報告（四） 司会は柳揚（ミネアポリス芸術館中国芸術部主任）、楊文勝（河南省文

物考古研究院研究員）。 

①谷口満：楚国的形成与結構及其拡展与変質 

②Gopal Sukhu（蘇古柏）（CUNY 副教授）：Irony in the Tian wen 

③張鐘雲（安徽省博物院研究員）：下蔡考古発現与研究簡論 

小組の総括及び閉幕式 

閉会の辞（晏昌貴教授） 

 

 以上が日程である。まず基調講演が行われたのち、小組に分かれるパターンは、中国の

みならず、欧米圏などでも、大規模な学会においてよく採られるものである。多くの論者

に研究報告の機会を提供するものとしては妥当な開催方式ではあるが、これでは同時間帯

に別の場所で開催されている小組の報告を拝聴できない憾みもある。筆者もこのゆえに、

大会全体の詳細を知ることはできなかった。しかし上記日程表を御覧頂いてもわかるとお

り、本会議はともかく国際色豊かなものであったと総括しうる。既述のとおり、本学会は、
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日中米の研究機関の共催による。そのため会議は、中国語を基本言語とはしていたものの、

じっさいには英語と日本語も飛び交う国際的なものであった。筆者としては、「楚」とい

う中国古代の、しかも一地域の歴史を扱う学会に、日中米をはじめとする各国の研究者が

百名以上集ったことに、一驚を禁じえなかった。主催者の有形無形の努力に、深甚なる敬

意を表するとともに、楚文化への注目度の高さに驚いたのである。 

 むろん、中国人研究者が長らく楚文化へ注目してきたことは、いまさら喋々するまでも

ない。本会議参加者にプレゼントされた石泉『中国歴史地理専題』（湖北人民出版社、二

〇一三年）、徐少華・尹弘兵『楚都丹陽探索』（科学出版社、二〇一七年）、『楚学論叢』

第六輯（二〇一七年）、徐少華主編『荊楚歴史地理与長江中游開発』（湖北人民出版社、

二〇〇九年）を一見するだけでも、連綿とした研究の歴史を体感できる。 

 日本の学界においても、楚文化に対する注目度が高まって久しい。たとえば、筆者が学

生のころにはすでに、恩師の工藤元男先生が早稲田大学長江流域文化研究所を起ちあげ、

しばしば「楚」字を冠するシンポジウムを主催しておられた。陸続と出土する楚地資料（簡

牘や考古遺物を含む）が楚文化への関心の高まりを下支えしていたように見受けられた。 

 これに加えて本会議では、UCLA が共催校であることもあり、とりわけ欧米人研究者の

参加が目を惹いた。周知の通り、欧米人研究者は少なくなく、AAS や EACS 等で出会う

ことは多いが、筆者個人は、これほどの数の欧米人楚研究者と中国で一同に会した経験は

ほとんどない。かかる国際的交流を今後の研究にどのように活かしてゆくのかが、次世代

の研究者に求められる問題意識のひとつであろう。 

 最後に一言。筆者は経済史の報告を行なったが、本大会には同じく経済史に関心をもつ

ファルケンハウゼン氏が列席され、基調講演を行なった。この機会を通じて交流を深めら

れたのは大変嬉しかった。ただ、筆者の参加した第三小組の争点はむしろ経済史にではな

く、地理や行政制度にあった。とりわけ楚県の存否、楚県的存在の内容理解をめぐり、論

者のあいだで意見が相異したのは、端から見ていて面白かった。 

 

 

（Ⅲ）楚文化与長江中游早期開発国際学術研討会参加記（エクスカーション編） 

海老根 量介（東京大学大学院人文社会系研究科助教） 

 

前半の会議日が終わり、9月17～18日はエクスカーションに充てられていた。以下、時

系列順に振り返ってみたい。 

 

9月17日 

午前8時頃、2台の大型バスに分乗して武漢大学を出発、一路京山に向かった。11時半頃、

京山市博物館に到着（京山はつい先日、県から市に昇格したばかりであり、おそらく正式

名称も「京山市博物館」と変わったのだと思うが、博物館入口にはまだ「京山県博物館」

という看板がかかっていた）。ここで一行は京山境内の蘇家壟墓群より出土した遺物を見

学した。 

蘇家壟は、京山市北部の坪垻鎮に位置する。当地からは1966年・2008年と断続的に青銅
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器が出土していたが1、2014年以降に大規模な発掘調査が行われ、106座の墓葬と9座の車

馬坑が分布していることが明らかになった2。これらの墓葬からは、50件以上の有銘青銅

器を含む総計500件を超える青銅礼器が発見されている。蘇家壟遺址の発掘にも携わって

いる方勤氏の案内のもと、京山市博物館の一室において保管されている青銅器を実見する

機会に恵まれた。部屋の中央に置かれた机の上には15余りの青銅器が並べられており、三

方を取り巻くロッカーの中にもおびただしい数の青銅器が収納されていた。翌日に随州で

見たものもそうだが、このあたりで出土した青銅器の特徴として、一般的に見られるよう

な緑がかったものの他に、青色の錆が発生したために全体的に青みを帯びているものも少

なからず含まれているのが印象的であった3。銘文のあるものもいくつか見ることができ、

「曾大祝」・「曾大師」・「曾大保」などの文字が確認できた。これらの青銅器は西周後

期～春秋中期ころのものとされ、蘇家壟墓群は当時の曾国の国君を含む貴族の墓地である

と推測されている。そのうちほとんどのものは概要がまだ公表されておらず、発掘報告や

青銅器などの遺物の公開が待たれるところである4。 

バスで少し移動したところにあるホテルの食堂で昼食を取った後、蘇家壟遺址を目指し

て再び移動した。途中、道路の工事（？）によりバスが通行できないというアクシデント

に見舞われ、予定していたよりも長い道のりを歩いて遺址に向かうことになった。3時頃、

まず到着したのは銅を製錬した遺構とされる場所である。水田の一画に草を切り払われて

更地となり、発掘作業が行われている場所があり、その隅の傾斜地の土が露出していると

ころには黒色や赤茶色の小石がたくさん落ちている。これが銅鉱石を製錬した際に出た銅

滓なのだそうだ。このあたり一帯には、地面に陶器の破片や足の部分が落ちているのをち

らほら見ることができた。これも当時の遺物であると思われる。 

 一行はさらに進み、蘇家壟墓群に到着した。現場は青いトタン板で作った塀で覆われ、

作業のための施設も建てられているが、ほとんどの墓葬はすでに埋め戻され、小さな窪み

が残されている程度であった。それでも、ここに多くの墓葬が並んでいた様子を見てとる

ことができた。北部の入口近くにある車馬坑だけは仮設のテントの下にそのままの形で保

存されており、多くの馬車が折り重なるように並べられ5、傍らには車馬器も確認できた。

もう一箇所、何かの遺構のようなものがある場所があったが、これは考古発掘体験のため

に造られた人工物であり、遺構ではないとのことである。 

 
1 湖北省博物館「湖北京山発現曾国銅器」（『文物』1972 年第 2 期）、湖北省文物考古研究

所「湖北京山蘇家壟墓地 M2 発掘簡報」（『江漢考古』2011 年第 2 期）を参照。 
2 以上は、墓地南区の状況。南区から用水路を挟んだ北側にも墓葬がいくつか分布してい

ることが、京山市博物館の保管庫内に掲示された「蘇家壟墓葬分布図」より知られる。 
3 このような青みがかった随州周辺出土青銅器の典型的な例は、随州市博物館編『随州出

土文物精粋』（文物出版社、2009 年）25～27 頁掲載のものが参考になる。 
4 2014 年以降の発掘で見つかった墓葬については、方勤・胡長春・席奇峰・李暁楊・王玉

傑「湖北京山蘇家壟遺址考古収獲」（『江漢考古』2017 年第 6 期）および湖北省文物考古

研究所「湖北京山蘇家壟墓群 M85 発掘簡報」（『江漢考古』2018 年第 1 期）が発表されて

いる。 
5 注 3「湖北京山蘇家壟遺址考古収獲」によれば、7 両が埋葬されているという。 
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 それから先ほどの製錬遺址を通過してバスの方へ戻り、途中にある銅製錬炉の遺構を見

学した。発掘により露出した地面の上に、ごつごつした石が円形に配置され、そこだけオ

レンジに変色している。これが炉の跡で、その内側にさらに緑色の円ができているのは、

銅の製錬時にこびりついた成分（酸化物？）なのだろう。炉の傍らには黒い小石の粒が一

箇所に固まっていて、その周辺が緑色になっているが、これも銅滓だということである。

炉の後ろにはオレンジ色・緑色が入り混じった石がごろごろと一定範囲にわたって散乱し

ており、炉が倒壊した跡だと考えられるとのことであった。ではここで製錬された銅の原

料はどのように調達されたのか。現地研究者によれば、このあたりの名山である大洪山か

ら採集された銅鉱石が、蘇家壟遺址の近くを流れる漳水の水運により運ばれたのではない

かという可能性が指摘されていた。現在の漳水は川幅・深さともにあまりなく、水運とし

て利用できたか疑問も感じるが、当時の環境は現在と異なっていたかもしれず、また現在

は上流に鄭家河水庫という大型のダムが築かれていることも、漳水の水量に影響を与えて

いるのかもしれない。 

 ところで、蘇家壟の冶銅遺跡の存在は学界で非常に大きな注目を集めている。蘇家壟墓

群のM79から出土した青銅器には「曾伯桼」の銘文が見られるため、墓主は曾伯桼という

人物であったと推測されるが、陳介祺旧蔵の曾伯桼簠という青銅器が現在中国国家博物館

に収蔵されており、両者は同一人物と考えられている。この伝世の曾伯桼簠において、自

身の功績を誇った銘文の中に「金道錫行」という記述があることより、曾国が周王朝の南

方における銅資源を確保するために重要な役割を果たしており、さらに曾国の冶銅遺跡は

周王朝へ銅資源を輸送するルートが当地に確かに存在していたことを裏付ける、と考えら

れるからである。今回の会議においても、蘇家壟遺址の案内をしていただいた方勤氏、お

よび易徳生氏が曾国と「金道錫行」に関する報告をしており6、関心度の高さがうかがえ

た。なお、製錬遺址・銅製錬炉の遺構も、蘇家壟墓群とほぼ同時代のものと推測されてお

り、全ての遺構を内包した蘇家壟遺址全体が曾国の大型の城邑であるとする意見も出され

ている7。 

最後に付け加えておくと、この遺跡全体を「蘇家壟国家考古遺址公園」として整備する

計画が現在進められているようで、当地および京山市博物館にはそのことを告げる大きな

看板がいくつも掲げられていた。遺跡が破壊されずに保存されるのは喜ばしいことである

が、果たしてどのような形で公開されるのか、不安を覚えなくもない。しばしば中国で見

かけるテーマパーク化された観光地のようにはせず、できる限り遺跡の本来の様子がよく

わかるように保存・公開されることを望みたい。 

 だいたい5時すぎまで遺跡を見学した後、バスに乗り込んでこの日の宿泊地・随州へ向

かった。6時半ごろホテルに到着し、夕食を取ってこの日の活動は終了した。 

 

9月18日 

 
6 プログラム参照。方氏報告は 9 月 16 日大会報告（三）、易氏報告は同日第二小組（後半）

において行われた。 
7 以上に述べた蘇家壟遺址の各遺構や青銅器についての説明は、注 3「湖北京山蘇家壟遺

址考古収獲」を適宜参照した。 
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 8時半頃ホテルを出発し、バスで曾侯乙墓へ向かう。曾侯乙墓は随州市の中心部からそ

う遠くない場所に位置しており、9時頃には到着した。曾侯乙は戦国初期の曾国の君主で、

その墓からは著名な編鐘のほか、大型かつ複雑な形をした数々の青銅器、目下最古の竹簡、

二十八宿の描かれた漆の箱、「鹿角立鶴」と呼ばれる奇妙な鳥の立像など、珍しい文物が

多数出土していることで知られている。現在、曾侯乙墓の上には博物館が建てられており、

その中に墓葬がそのまま保存されているが、木槨や一部の培葬棺以外の出土遺物は湖北省

博物館に収蔵されており、ここにはレプリカか写真の展示があるだけである。筆者は以前

にも曾侯乙墓を訪れたことがあるが、その時は建物の中は薄暗く、墓葬の様子がよく分か

らなかった。今回は我々が来訪するとあってか、墓葬は明るく照らし出されており、中の

状態をつぶさに確認することができた。また、以前は森の中の細い階段しかなかった遺跡

入口には巨大なモニュメントや立派な階段・エレベーターが整備されており、その変貌ぶ

りに驚いた。 

 曾侯乙墓からはそのまま歩いてすぐ近くの随州博物館へと向かった。博物館では劇場の

ような場所に案内されると、そこには「热烈欢迎楚文化与长江中游早期开发国际学术研讨

会专家学者莅临随州！」という電光掲示が出ており、地元メディアの取材も来ていた。我

々を歓迎する掲示はこの後昼食を取ったレストランにも出ており、また取材陣は昨晩宿泊

したホテルや午後の青銅器見学にもついてきていて、この学会の注目度の高さが感じられ

た。それはさておき、我々はまず随州で近年相次いでいる考古発掘の成果と曾国の歴史に

ついての映像を視聴した後、曾侯乙編鐘（もちろん演奏用に復元したもの）や中国古代の

楽器を用いた音楽・舞踊を鑑賞した。続いて博物館内を見学した。「漢東大国―随（曾）

国歴史文化展」は、当地で出土した西周～戦国期の曾国に関係する青銅器（同じく当地に

あったとされる噩国のものも含まれる）などを集めたもので、さすが曾の中心地とあって

かなりの量が展示されており、見ごたえがあった。特筆すべきは曾侯與編鐘が展示されて

いたことである。この編鐘は2009年に随州文峰塔M1から出土したもので、そのうち大き

なものは1メートルを超える大きさを誇る。曾侯與は曾侯乙の祖父に当たるとも言われて

おり、その銘文には曾が周王朝の命を受けて南方に封じられ、周室が衰えた後は楚を支え、

呉の侵攻を被った楚を助けて功績をあげたことが述べられていることで知られている8。

筆者が以前随州博物館を訪れた時（2011年）にはまだこの展示がなかったので、今回この

編鐘を見られて幸運であった。そのほか、「曾侯乙墓」展も設けられていたが、先述の通

り、当該墓の遺物はほとんどが湖北省博物館に収蔵されているため、一部の培葬棺などを

除いて基本的にレプリカの展示となっている。 

 12時頃になり、近くのレストランに移動して昼食を取った。この間に折あしく雨脚が強

くなってきた。午後は本来ならば葉家山西周墓地・文峰塔東周墓地を見学する予定であっ

たが、この天候では遺跡見学は難しいということで、随州博物館に保管されている上記墓

地より出土した文物を見学することになった。随州博物館の地下にこれらの墓地の整理基

地が設置されており、部屋ごとに出土遺物が保管されている。葉家山西周墓huangyin地は

 
8 当該編鐘に関する研究はすでに多く出されているが、さしあたり概括的なものとして、

湖北省文物考古研究所・随州市博物館「随州文峰塔 M1（曾侯與墓）・M2 発掘簡報」（『江

漢考古』2014 年第 4 期）を挙げておく。 
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随州市の東北に位置し、2011年・2013年の二度にわたって大規模な発掘が行われ、140座

もの西周前期の墓葬が見つかっている。これは曾侯を含む曾国の貴族墓群であり、西周前

期における曾国始封当初の状況や周王朝との関係などを知る貴重な手がかりを与えてく

れると思われる9。随州の中心部からもほど近い文峰塔東周墓地については、2009年に上

述の曾侯與編鐘が出土したM1を含む3座の墓葬が発掘された後、2012年上半期に4座、下

半期～2013年にかけて66座の墓葬が発掘されている。こちらは春秋～戦国中期の曾国貴族

墓群で、曾侯墓を含み、一部戦国後期の楚墓も含まれているという。このうちM21からは

「随」の銘文のある銅戈が出土しており、これが初めて発見された「随」の国名を記した

出土遺物であることから、曾・随が一体どのような関係にあるのかという古くからの議論

が再び活発化している10。我々は今回、これらの墓地から出土した青銅器や陶器を実見す

ることができた。部屋の四方もしくは部屋中にびっしりと設置されたスチール棚には青銅

器が所狭しと並べられ、その威容に圧倒された。これだけでも充分見学する価値があった

のだが、実はもう一つ、思わぬ大きな収穫があった。二つの墓地の遺物を見学し終えて、

最後に別の部屋に案内されたのだが、そこに並べられていたのは随州漢東東路墓地出土の

遺物であった。当該墓地は文峰塔墓地のすぐ北側に位置し、これまでに春秋中～後期の曾

侯墓を含む曾国貴族墓が39座発掘されているという11。今回実見した青銅器の中には編鐘

があり、その銘文には「曾公」の文字があった。これまで曾の国君としては「曾侯」が知

られていたが、「曾公」とはどのような関係にあるのだろうか12。今後の全面的な公開が

待ち遠しい。筆者は当該墓地について全く把握していなかったので、己の不勉強を恥じる

とともに、思わぬ最新の資料との出会いに望外の喜びを覚えたのだった。 

 だいたい3時すぎまで考古遺物の見学をした後、残り時間は午前中に引き続いて随州博

物館の展示を観覧した。当博物館の隠れた目玉となっていたのが「擂鼓墩二号墓」展であ

 
9 当該墓地についても多くの研究が出されているが、全ての墓葬に関する報告書は未公表。

概括的なものとして、湖北省文物考古研究所・随州市博物館「湖北随州葉家山西周墓地発

掘簡報」（『文物』2011 年第 11 期）、同「随州葉家山西周墓地第二次考古発掘的主要収獲」

（『江漢考古』2013 年第 3 期）が挙げられる。そのほか、展覧会カタログであるが、湖北

省博物館・湖北省文物考古研究所・随州市博物館編『随州葉家山――西周早期曾国墓地』

（文物出版社、2013 年）が出土遺物の図版を豊富に掲載している上に、当該墓地全体の

概要をまとめており、役に立つ。 
10 文峰塔墓地に関しても、すでに多くの研究が出されているが、墓地の全貌については明

らかにされていない。さしあたり、注 7「随州文峰塔 M1（曾侯與墓）・M2 発掘簡報」、湖

北省文物考古研究所「湖北随州文峰塔墓地考古発掘的主要収獲」（『江漢考古』2013 年第 1

期）、湖北省文物考古研究所・随州市博物館「湖北随州文峰塔墓地 M4 発掘簡報」（『江漢

考古』2015 年第 1 期）を参照。 
11 湖北省文物考古研究所・随州市博物館・随州市曾都区考古隊「随州漢東東路墓地 2017

年考古発掘収獲」（『江漢考古』2018 年第 1 期）を参照。 
12 後日徐少華氏に伺ったところでは、当該墓地出土器物の中では、同一人物が「曾公」・「曾

侯」の両方を名乗っているそうである。今回は時間の制約もあり、「曾侯」の器は見つけ

られなかった。 
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る。この墓は曾侯乙墓の西102メートルに位置し、ここから出土した36件もの編鐘や豪華

な大型青銅器群が展示されていた。博物館のパネルでは墓主を戦国期の曾国国君と推定し

ている。他には新石器時代の土器などを展示した「炎帝神農故里」展、秦漢以降の当地の

遺物を並べた「漢風唐韻」展があった。後者には随州孔家坡漢墓出土の漆器なども展示さ

れていたが、漢簡は残念ながら館外貸出中とのことだった。4時頃まで観覧し、そこから

バスでいったん宿泊していたホテルへ戻り、夕食のみ取った後で（チェックアウトは朝に

済ませていた）、随州を離れ武漢への帰路についた。武漢大学の珞珈山荘に着いた頃には

9時になっていた。これにてエクスカーションは無事、全日程を終了した。 

 

9月19日 

 この日はホテルをチェックアウトし、帰国するのみ。武漢を離れる研究者のために、事

務局が車を手配してくれており、スムーズに空港まで行くことができた。筆者は実は経由

地の上海において飛行機トラブルに巻き込まれてもう1泊を余儀なくされ、20日にようや

く帰国できたのだが、それはまた別の話である。 

 

 今回訪問・見学したのはいずれも近年新しく発見された曾国関連の遺跡であり、このよ

うな重要な発見が10年ほどの間に相次いでいることに驚嘆した。いずれも、曾国の始封や

周王朝との関係、青銅器生産、曾・随の関係、曾と楚との関係などなど、学界の長年の議

論に重要な手がかりを与えうるだけに、今後の展開からも目が離せない。 

なお筆者は未見であるが、ちょうどこの会議が開催された2018年9月に、『曾国考古発

現与研究』という書籍が出版されたそうである（湖北省文物考古研究所編、科学出版社出

版）。注釈に挙げた発掘簡報や考古発見の概要を伝える論文、および近年の曾国に関する

学術会議で発表された論文を再録しているようなので、関心のある方は参照してみると現

在の曾国研究の到達点が分かって良いかもしれない。 

 

【付記】この参加記はJSPS科研費15K16847による研究成果である。執筆の過程で、とも

に今回の会議およびエクスカーションに参加した廣瀬薫雄氏のご教示を得た。 

最後に、ホテルや食事、バスの移動、見学コース決定など、周到な手配をしてくれた事

務局、および旅程中ずっと筆者の乗るバスのガイド役をしてくださった鄭威教授に、深甚

の謝意を表したい。 

 

 

《学会彙報》 

○大会委員会より 

（１）2018 年度第 1 回大会（総 70 回）が、2018 年 7 月 7 日（土）、成城大学を会場に開

催されました。 

 

○会報委員会より 

（１）2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」
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が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）から

同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の定

めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、HP 掲載の利用申

請書をダウンロードして事務局まで申請してください。 

（２）年二回の大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、新しい

学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。 

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿

の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加

記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。 

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお

送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿

をお待ちしております。 

 
○機関誌委員会より 

（１）『中國出土資料研究』第 23 号の締切について 

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日

開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 23

号の投稿締切日は、2018 年 12 月末日です。ふるってご寄稿下さいますよう、お願

い申し上げます。  

（２）『中國出土資料研究』の奥付について 

機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいことに由

来する問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一致させること

になりました。最新第 22 号の奥付は 2018 年 7 月発行となっております。 

（３）『中國出土資料研究』原稿送付先について 

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その際、メ

ールアドレスもお知らせ下さい。 

 

○事務局より 

（１）払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下さ

い。 

口座番号：00180-5-13124   受取人：中国出土資料学会 

 なお会費は、    通常会員・準会員   年額４０００円 

              学生会員・海外会員  年額２０００円        

です。 

（２）住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学文学部 大西研究室 

中国出土資料学会（事務局） 


